
令和3年度 社会科委員会 研究計画

委員長 大池　満 （和田小学校）

副委員長 伊藤　寛明 （平谷小学校）

会計 守屋　有菜 （冨草小学校）

記録 西沢　直樹 （高森南小学校）
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委員会内容

１　委員による公開授業
　（１）　小学校
　　　　９月１５日（水)　　冨草小学校と天龍小学校（４年生）
　　　　　　　　　　　　　　　・授業者　守屋有菜先生（冨草小・福澤　佑軌先生（天龍小）
　　　　　　　　　　　　　　　・リモートを利用した「防災」に関わる地域素材を生かした授業
　（２）　中学校
　　　　９月１６日（木)　　高森中学校（１年生）　※社研公開と同一授業
　　　　　　　　　　　　　　　・授業者　篠原岳成先生
　　　　　　　　　　　　　　　・飯伊地方の地域素材を生かした歴史分野（奈良時代)の授業

２　小中高教科等連絡会
　　１０～１１月　　飯田高校

３　教育課程研究協議会への参加
　（１）中学校
　　　　９月９日（木)　　下條中学校
　（２）小学校
　　　　１０月１５日（金）　　下久堅小学校

委員会公開授業のための小委員会を随時3回程予定している

実証公開授業の単元構想の検討

公開授業（委員会授業）の本時案の検討

中学校教育課程午後の運営について、公開授業の検討、郡展準備

小学校教育課程午後の運営について、公開授業案の検討、郡展準備

公開授業（委員会授業）の分析

部・委員会名

研究テーマ 社会的事象に興味・関心をもち，自分の学びを実感できる社会科学習

予定月日

研究計画、係分担の検討

社会科委員会

研究内容

①単元を貫く学習問題を大切にし、その答えを毎時間ごと振り返りとして記述し
ていくことで自分の成長を認識できるようにしていくこと。そして、単元を貫く学習
問題に迫るための各時間の学習問題を吟味し、その精度を高められるようにす
るために、単元構成、授業構想、教材研究のあり方について地域素材を中心に
具体的に研究する。
②新型コロナの状況を見据え、今後もコロナ禍においても学び続けられるように
するためにICT機器利用について教師のスキルを高め、さらに追究していくこと

※本年度は①を中心に研究を進めていく
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